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の
養
女
と
結
婚
し
て
二
代
を
名
乗
っ
た
が
、
後
に
離
縁
し
た
。
初
代
と
同
じ
く
風
景
画
を
得

意
と
し
、
横
浜
絵
も
い
く
つ
か
手
掛
け
て
い
る
。

　
こ
の
二
代
広
重
の
作
に
「
横
浜
海
岸
図
会
」「
神
奈
川
横
浜
港
真
景
」
と
い
う
、
大
判
錦
絵

三
枚
続
の
作
例
が
あ
る
が
、
こ
の
二
点
は
横
に
繋
ぐ
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
き
な
名
所
絵
と
な

る
（
図
７
）。
左
に
配
さ
れ
る
「
横
浜
海
岸
図
会
」
は
中
央
に
開
港
場
を
据
え
、
画
面
左
下

に
は
港
の
対
岸
に
あ
る
神
奈
川
宿
の
茶
屋
か
ら
、
遠
眼
鏡
で
開
港
場
を
見
る
女
性
の
姿
が
描

き
こ
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
題
目
は
上
が
赤
、
下
が
緑
色
を
し
た
枠
の
な
か
に
表
さ
れ
、
中

央
に
配
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
「
神
奈
川
横
浜
港
真
景
」
に
は
、
先
ほ
ど
も
描
か
れ
て
い
た

横
浜
道
が
奥
へ
奥
へ
と
描
か
れ
、
吉
田
橋
を
渡
っ
た
先
で
開
港
場
と
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
題
目
に
つ
い
て
は
、
画
面
右
上
、
黄
色
の
枠
に
赤
地
が
配
さ
れ
た
な
か
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
さ
て
、
本
作
の
改
印
で
あ
る
が
、「
神
奈
川
横
浜
港
真
景
」
は
「
申
三
改
」
の
年
月
改
三
字

の
単
印
、
つ
ま
り
万
延
元
年
（
安
政
七
年
）
三
月
の
検
閲
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
神
奈
川

横
浜
港
真
景
」
は
「
申
閏
三
改
」、
つ
ま
り
同
年
閏
三
月
の
検
閲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
者

よ
り
後
の
検
閲
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
横
浜
の
港
町
を
中
心
と
す
る
「
横

浜
海
岸
図
会
」
を
作
成
し
、
続
い
て
「
神
奈
川
横
浜
港
真
景
」
を
刊
行
し
て
、「
横
浜
海
岸
図

会
」
と
画
面
が
繋
が
る
よ
う
に
し
た
。
両
者
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
題
目
を
付
し
、
独
立

し
た
大
判
錦
絵
三
枚
続
と
し
て
も
成
立
す
る
よ
う
な
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

三
枚
続
の
作
例
を
繋
げ
る
形
と
す
る
の
な
ら
ば
、
題
目
の
デ
ザ
イ
ン
を
揃
え
て
統
一
性
を
持

た
せ
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　
な
お
二
代
広
重
は
同
じ
よ
う
な
形
で
、「
横
浜
風
景
一
覧
」「
神
奈
川
野
毛
横
浜
」
と
い
う
、

大
判
錦
絵
三
枚
続
を
さ
ら
に
繋
げ
、
六
枚
続
と
し
て
も
成
立
す
る
作
例
も
残
し
て
い
る
（
図

８
）。
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
、
本
牧
か
ら
開
港
場
の
元
町
通
り
の
途
中
ま
で
を
描
い
た
「
横

浜
風
景
一
覧
」
に
「
酉
二
改
」
の
年
月
改
三
字
単
印
が
捺
さ
れ
、文
久
元
年
（
万
延
二
年
）（
一

八
六
一
）
の
二
月
に
検
閲
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
港
崎
町
か
ら
吉
田
橋
ま
で
を
表
し
た
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図８　二代歌川広重筆「横浜風景一覧」「神奈川野毛横浜」（神奈川県立歴史博物館蔵）



－ 82 －

「
神
奈
川
野
毛
横
浜
」
は
、「
酉
四
改
」
と
文
久
元
年
四
月
の
検
閲
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
ま
で
見
て
き
た
事
例
と
異
な
り
、
途
中
一
ヶ
月
間
が
空
く
が
、
先
に
出
さ
れ
た
「
横
浜
風

景
一
覧
」
は
、
港
町
の
途
中
で
中
途
半
端
に
絵
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
右

に
絵
が
続
く
前
提
で
最
初
か
ら
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
港
崎
町
も
含
め
、
吉
田
橋
、

さ
ら
に
富
士
を
右
手
奥
に
配
し
た
続
き
の
図
を
後
に
な
っ
て
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

本
作
に
つ
い
て
は
題
目
の
表
し
方
も
共
通
し
、
統
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
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図９　歌川貞秀筆「再改横浜風景」（国立国会図書館蔵）

図10　「再改横浜風景」（部分図）（国立国会図書館蔵）
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こ
こ
ま
で
貞
秀
、
二
代
広
重
と
、
改
印
が
異
な
る
大
判
錦
絵
の
続
き
も
の
を
見
て
き
た
が
、

最
後
に
貞
秀
の
横
浜
絵
で
、
ぜ
ひ
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、「
再
改
横
浜
風
景
」と
い
う
大
判
錦
絵
六
枚
続
の
作
品
で
あ
る（
図
９
）。
本
作
は
、

洲
干
弁
天
社
を
右
上
に
外
国
人
墓
地
を
左
手
に
表
し
た
横
浜
絵
で
あ
る
が
、
今
ま
で
見
て
き

た
作
例
と
異
な
り
、
題
目
が
右
か
ら
三
番
目
の
中
央
に
記
さ
れ
て
い
る
以
外
に
確
認
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
題
目
が
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
枚
全
て
同
じ
年
月
に
検
閲
を
受
け

た
続
き
物
で
あ
る
と
当
初
筆
者
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
改
印
を
確
認
す
る

と
、
右
三
枚
は
「
酉
二
改
」
の
年
月
改
三
字
の
単
印
で
文
久
元
年
（
万
延
二
年
）
二
月
に
検

閲
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
左
の
三
枚
は
「
酉
六
改
」
と
文
久
元
年
六
月
の
検
閲
で
あ
っ

た
の
だ
。
右
三
枚
と
左
三
枚
で
検
閲
の
期
間
が
四
ヶ
月
空
く
に
も
関
わ
ら
ず
、
左
三
枚
に
は

題
目
ら
し
き
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
二
月
に
検
閲
を
受
け
た
作
品
に
続
く
も
の

と
し
て
、
左
の
三
枚
は
六
月
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
右
か
ら
三
枚
目
の
左
下
に
貞
秀
の
署
名
と
改
印
、
そ
し
て
「
丸
屋
徳
造
　
丸
屋
甚

八
　
合
梓
」
と
版
元
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
番
左
に
配
す
る
錦
絵
の
下

部
に
は
「
芝
神
明
町
　
丸
屋
甚
八
板
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
図
10
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

右
三
枚
が
出
さ
れ
た
時
と
異
な
り
、
左
三
枚
が
出
さ
れ
た
際
は
、
版
元
で
あ
る
丸
屋
徳
造
が

手
を
引
き
、
丸
屋
甚
八
単
独
で
の
出
版
と
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
に
、
左
の
三
枚
は
題
目
も
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
右
三
枚
と
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
も
の
の
、
版
元
間
で
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

り
、
す
ぐ
に
検
閲
に
回
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
四
ヶ
月
間
が
空
い
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
前
作
に
続
く
も
の
と
し
て
左
三
枚
が
検
閲
を
受
け
、
右
三
枚
に
連
な
る
作
品
と

し
て
世
に
出
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
何
枚
も
続
く
大
判
錦
絵
の
続
き
物
で
あ
る
が
、
捺
さ
れ
た
改
印
か
ら
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

検
閲
を
受
け
た
も
の
と）

12
（

、
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。
既
に
出
さ
れ
た
大
判
錦
絵
三
枚

続
の
作
例
と
、
き
れ
い
に
絵
が
繋
が
る
形
で
別
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
三
枚
続
の
作
例
が

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
も
ち
ろ
ん
絵
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
購
入
者
と
し
て
は
、
全
て
揃
え
て
絵
を
完
成
さ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
、
購

買
意
欲
を
駆
り
立
て
る
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
は
な
く
、
こ
の
少
し
ず
ら
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
い
。
制
作
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
敢
え
て
少
し
ず
ら
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
現
代
に
お
け
る
分
冊
百
科
的
な
販
売
方
法
を
敢
え
て
取
る
こ
と

で
、
揃
い
物
の
次
が
出
る
の
を
今
か
今
か
と
待
つ
、
継
続
的
な
楽
し
み
も
増
え
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
画
面
が
横
に
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
例
え
ば
合
戦
図
な
ど
は
そ
の
戦
い
の
激
し

さ
や
登
場
す
る
武
将
た
ち
の
人
数
が
増
え
て
、
よ
り
賑
や
か
に
な
る
。
横
浜
絵
な
ど
の
風
景

画
は
、
描
か
れ
る
情
景
が
増
え
る
ほ
ど
そ
の
画
面
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
広
大
な
場
面
を
一

目
で
捉
え
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
画
面
を
横
に
広
げ

る
こ
と
で
、
よ
り
絵
画
的
に
も
楽
し
め
る
要
素
が
増
え
る
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

横
に
画
面
を
繋
げ
て
い
く
よ
う
な
試
み
が
、
積
極
的
に
取
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
判
錦
絵
が
三
枚
以
上
続
い
た
作
例
は
、
合
戦
図
な
ど
で
も
ま
だ
ほ
か
に
作
例
が
あ
る
。

今
回
は
横
浜
絵
を
多
く
取
り
上
げ
た
が
、
今
後
は
同
様
の
合
戦
図
な
ど
の
事
例
を
さ
ら
に
調

査
、
研
究
し
、
改
印
か
ら
見
る
錦
絵
の
出
版
背
景
な
ど
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
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註（
１
） 
川
中
島
合
戦
と
は
、
川
中
島
（
長
野
市
川
中
島
町
）
に
お
い
て
北
信
濃
の
領
有
を
め
ぐ
り
、
武
田
氏

と
上
杉
氏
が
数
度
対
戦
し
た
合
戦
の
総
称
の
こ
と
で
あ
る
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
か
ら
永

禄
七
年
（
一
五
六
四
）
の
長
期
に
渡
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
、
主
な
戦
い
だ
け
で
も
五
回
は
数
え
ら
れ

る
が
、
最
も
激
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
の
が
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
第
四
次
川
中
島
合
戦
と
い

わ
れ
て
い
る
。
錦
絵
で
も
多
く
川
中
島
合
戦
が
取
り
上
げ
ら
れ
描
か
れ
る
が
、
こ
の
第
四
次
川
中
島

合
戦
を
描
い
た
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
本
作
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
山
梨
県
立
博
物
館
開
館
十
五

周
年
記
念
特
別
展
『
生
誕
五
〇
〇
年
　
武
田
信
玄
の
生
涯
』
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
）。

（
２
） 

拙
稿「
コ
ラ
ム
　
大
画
面
に
描
か
れ
た
武
者
の
姿
」（
山
梨
県
立
博
物
館
開
館
十
周
年
記
念
特
別
展『
武

田
二
十
四
将
―
信
玄
を
支
え
た
家
臣
た
ち
の
姿
―
』
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）。

（
３
）
国
際
浮
世
絵
学
会
〔
編
集
〕『
浮
世
絵
大
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

（
４
） 

石
井
研
堂
『
錦
絵
の
改
印
の
考
証
』（
鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
補
記
・
補
注
）、
芸
艸
堂
、
一
九
九

四
年
。

（
５
） 

本
稿
で
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
マ
ー
ク
ス
氏
が
ま
と
め
た
改
印
一
覧
（A

ndreas M
arks, 2011, 

Publishers of Japanese W
oodblock Prints: A Com

pendium
, Leiden &

 Boston: H
otei 

Publishing.

）
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
制
作
年
を
同
定
し
た
。

（
６
） 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
～
同
七
年
（
一
八
一
〇
）
ま
で
は
極
印
と
年
月
印
が
捺
さ
れ
た
時
代
が
あ

る
（
前
掲
註
（
４
）
参
照
）。

（
７
） 

武
者
絵
を
得
意
と
し
た
歌
川
国
芳
（
一
七
九
七
～
一
八
六
一
）
を
は
じ
め
、
そ
の
門
下
も
多
く
描
い

て
い
る
。

（
８
）
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制
―
弾
圧
に
本
翻
弄
さ
れ
た
戯
作
者
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
七
年
。

（
９
） 

原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会〔
編
〕『
原
色
　
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』第
三
巻
、大
修
館
書
店
、

一
九
八
二
年
。

（
10
）
前
掲
註
（
３
）
参
照
。

（
11
）『
横
浜
開
港
一
六
〇
年
　
横
浜
浮
世
絵
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
。

（
12
） 

例
え
ば
、
貞
秀
に
よ
る
「
横
浜
大
湊
細
見
之
図
」
な
ど
は
、
大
判
錦
絵
三
枚
続
を
二
段
重
ね
、
六
枚

一
組
で
大
き
な
正
方
形
の
形
を
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

【
図
版
】

　
図
版
３
、　
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

　
図
１
～
４
　
山
梨
県
立
博
物
館
蔵
　
執
筆
者
撮
影

　
図
５
～
８
　
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
　
画
像
提
供

　
図
９
～
10
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
　
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
画
像
転
載

【
附
記
】

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
様
か
ら
画
像
提
供
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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